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研究成果の概要（和文）：本科研プロジェクトの目的は（1）特異的なつまずきを示す子どもたちの学習開始前
スクリーニングを可能とする即時性・即座性のあるタブレット型評価アプリの開発，および（2）特異的なつま
ずきを示す子どもたちの症状に適した教育プログラムを提供することの大切さを学会発表や専門雑誌等で伝えて
いくことであった。（1）は，「e-Screener」を開発し学会で発表した。（2）は専門雑誌で1年間の連載をし
た。新型コロナウイルスの影響により，標準化された評価基準の"e-Screener"への完全な搭載は2022年度いっぱ
い掛かりそうであるが，2つの目的は概ね達成できたと言って良い。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this research project were (1) to develop a　tablet-based 
assessment application that enables screening of children with specific stumbling blocks and (2) to 
communicate the importance of providing educational programs suited to the symptoms of children with
 specific stumbling blocks in academic presentations and in professional journals. For (1), we 
developed "e-Screener" and presented it at an academic conference. (2) was serialized for a year in 
a specialized magazine. We believe that we have achieved both objectives. Due to the impact of the 
new coronavirus, full implementation of the standardized evaluation criteria in "e-Screener" will 
likely take until the end of 2022, but it is fair to say that the two objectives have been largely 
achieved.

研究分野： 英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英語の読み書きに困難を抱えている児童・生徒は，その様態，困難の程度の多様さから，気づかれにくい。日本
語の読み書きに困難がある児童・生徒が英語でも同様に困難を抱えてしまうケースや英語において初めてつまず
きを見せるケースなどが報告されている。複雑な認知特性を評価するための妥当性・信頼性が高く，即座・即時
的に判定可能な評価法は見当たらず，教師は時間をかけ状態や特性を見立て（あるいはそれをせず），指導して
いるのが現状である。このような背景から，英語教育において，個別指導や一斉指導で教師と学習者のニーズに
十分応えられるタブレット版評価・指導パッケージの開発が強く求められている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本語では読み書きに困難さを示さない児童・生徒が英語学習を開始した途端，英語の文字が読
めず（書けず）学習成果が高まらない事例が複数報告されている。本研究では，学習障害が背景
にある読み書きに困難さを示す児童・生徒を評価するための妥当性・信頼性の高い即座的・即時
的タブレット版スクリーニングツールを開発することを目的とした。英語の読み書きに困難さ
を示す児童・生徒をいち早く適切に判定できれば，彼らの認知特性を踏まえた適切な教育介入が
可能となる。特別支援的視点を取り入れた日本の英語教育にとって大きな貢献を示す研究とな
る。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では「タブレット版英語学習における発達性読み書き障害の認知特性把握とその指導の
ための評価・指導パッケージの開発」を行った。英語の読み書きに困難を抱えている児童・生徒
は，その様態，困難の程度の多様さから，特に気づかれにくい。日本語の読み書きに困難がある
児童・生徒が英語学習でも同様に困難を抱えてしまうケースや英語学習において初めてつまず
きを見せるケースなどが報告されているが，日本人英語学習者の読み書き困難に関する研究は
端緒についたばかりであり，複雑な認知特性を評価するための妥当性・信頼性が高く，即座・即
時的に判定可能な評価法は見当たらず，教師は時間をかけ状態や特性を見立て（あるいはそれを
せず），指導しているのが現状である。英語教育において，個別指導や一斉指導で教師と学習者
のニーズに十分応えられるタブレット版スクリーニングツールの開発が強く求められている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究のゴールであるタブレット版スクリーニングツールに搭載するアセスメント用の問題を
精選するために，本研究の出発点となった中川あすか・鈴木恵太・上岡清乃・多良静也（2019）
「英語学習者の特異的つまずきを評価するスクリーニング法の開発」『高知大学教育学部研究報
告』第 79号, pp.97-118 のデータを統計的に分析することから始めた。その後，問題を再検討
し，必要に応じて追加の問題を設定し，業者と連携を取りながら，e-Screener の開発を進めて
いった。 
 また，英語教育雑誌『英語教育』（大修館書店）で連載の機会を頂き，1年間に渡り，英語教育
と特別支援教育の連携の重要性について執筆をした。そして，全国英語教育学会弘前大会および
長野大会では課題研究フォーラムの機会を頂き，本研究の成果について発表をした。 
 
４．研究成果 
 
表 1 中川ら（2019）の問題構成と内容 

 
表 1は中川あすか・鈴木
恵太・上岡清乃・多良静
也（2019）の問題構成と
内容およびその問題の
ねらいを整理したもの
である。 
 
130 名分の収集データを
因子分析したところ，表
2 のような結果となった。
因子Ⅰとして，聴写課題，
単語課題，音読課題，視
写課題がまとまり，その
内容から，「単語・文レベ
ル」と名付けた。また因
子Ⅱとして，アルファベ
ット課題，視覚弁別課題，

聴覚弁別課題がまとまり，その内容から，「音素・文字レベル」と名付けた。 
 

 



表 2 中川ら（2019）の因子分析の結果 
 
この因子分析で得られ
た因子情報データをも
とに，ROC 曲線を描き，
AUC 結果が図 1である。
ROC 曲線の ROC とは
Receiver Operating 
Characteristic の略で
あり，判定の良し悪しを
見るために閾値を変え
たときにどれくらい切
り分けられ方が変化す
るかを視覚化したもの
は ROC 曲線である。ま
た，AUC は Area Under 
the Curve の略であり，
ROC曲線で描かれたグラ
フの下の面積のことを表す。この値は 0から 1までの値を取り，1に近いほど判別力が高いこと
を表す。 
 
図 1 ROC 曲線と AUC 

以上を踏まえて，中川ら
（2019）のデータを見て
みると，因子Ⅰの AUC 値
が 0.730，因子Ⅱの AUC
値が 0.827，全体で，
0.837 となっており，中
川らの問題は，特別なつ
まずきを持つ可能性が
ある児童生徒とそうで
ない児童生徒をある程
度高い確率で弁別して
くれる能力が備わって
いることが明らかとな
った。 

 
 
以上のことを踏まえて，e-Screener の開発に取りかかった（図 1の画面では e-Screening と-ing
になっているが，今まさに分析をしているという意味で現在分詞を使っている）。e-Screener の
動作環境については，以下の通りである。 

・iOS: 13.0 以上 
・Target: iPad 10.2 インチ以上（推奨） 
・Device Orientation: Landscape 
・Required: Apple Pencil, Microphone 

 
中川ら（2019）の課題に加えて，encoding 力と基礎的な文字認識力を見るために聴写問題（問
6），および，音素認識力を見るために（問 7）を追加することとした。国内外の様々な研究で，
英語の読み書き力を予測するものとして音韻認識力というものが指摘されている。形から音，音
から形という decoding 力，encoding 力の重要性を本研究でも重く考え，それぞれに 20 問ずつ
追加することで，これらの力の評価もできないものかと目論んだ。 
 次頁には，教師の管理画面の一部を示している。新型コロナウイルスの影響で，標準化された
評価基準を策定するためのデータ取りが滞っていたが，学校現場からの許可が出始め，すこしず
つではあるが，データ収集が始まった。科研費研究の年度内には App Store にアップすることま
ではできなかったが，引き続き，データ取りをして，できるだけ早く，つまずきを覚える子ども
たちのスクリーニングに寄与できるようにしたい。 
 
 



図 2 e-Screener の画面       表 3 e-Screener の搭載課題 

 
 
 
 
 
 
図 3 教師管理画面            図 4 結果一覧（教師管理画面内） 

 
 
 
図 5 個人結果表（教師管理画面内） 
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